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1　は　じ　め　に

近年．米の消費減退に伴い減反政策が導入され．飼料用

を目的としたイネの作付が行われるようになってきた。こ

うした中でイネをホールタロップサイレージとして飼料化

する技術開発が．国及び県の研究機関において進行してい

る。東北農試においても1982年から数品種を供試して収

穫適期の検討や未消化子実の排泄とその改善法等について

研究を進めており，成果の一部は既に報告した…）○

今回はイネの品種並びに混作がホールクロップサイレー

ジの飼料価値及び養分収量に及ぼす影響について検討した

結果を報告する。

2　試　験　方　法

（1）品種及び処理：仰げキヒカリ．（ロ）レイメイ．Hア

ルポリオJl．国アルポリオJl（4粂）とレイメイ（2

粂）の混作，帥アルポリオJl（4粂）とハトムギ（2粂）

の混作。

㈲　播種：土中直播機YPS60A型で5月13日に播種

した。播種量はアキヒカ■リ，レイメイが3．7匂／10〃，アル

ポリオJlは2．5匂／1帥とした。

（8）施肥：N，P205．K20を10．23，11匂／10♂ず

つ基肥として施用。追肥には7月1日と11日にNを2匂／10

〃ずつ施用。

囲　収穫：黄熱期に遺した品種をバインダーで刈取り．

コーンハーベヌタにより細断して埋蔵した。

㈲・消化及び嗜好試験：めん羊による全糞採取法及び

カフェテリヤ法，絶対採食法で行った。

3　試験結果及び考察

（り　原料の収丑及びサイレージの発酵品質

原料の乾物収量とサイレージの発酵品質を表1に示した。

乾物収量はアルポリオJl（以下アルポリオという）とレ

イメイの混作（以下アルポリオ混作という）が最も多く，

以下レイメイ≒アルポリオ≒アキヒカリ＞アルポリオとハ

トムギの混作（以下ハトムギ混作という）の胎となった。

アキヒカリとレイメイの子実垂歩合は50％を越えたが．ア

ルポリオとアルポリオ混作は47及び48％で．ハトムギ混作

義1イネホールクロップサイレージの収量と
発酵品質，乾物回収率
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は36％にとどまった。

サイレージのpHはアキヒカリ．レイメイが4．9と高かっ

たが，その他は3．9－4．3と相対的に低かった。これほ前

2着の水分含量が低かったことによると思われる。総酸生

成量はアルポリが最も高く，ハトムギ混作が少ない傾向を

示した。総酸に対する坪発酸の割合（VFA／T－A）はア

キヒカリとレイメイが30％以上であったのに対して，アル

ポリオとアルポリオ混作は17％と低かった。VFAの構成

比の面では，アキヒカリ，レイメイ．アルポリオ混作はプ

ロピオン軋酪酸が多く，アルポリオとハトムギ混作は酢

酸が多かった。イネのホールクロップサイレージはトウモ

ロコシのそれに比べて酪酸含量が多いとされているが2‾4）

その原因としては詰め込み時の空気の排除が充分でなく，

嫌気的な発酵が進行しにくいことと，茎葉に含まれるでん

ぷんが酪酸発酵に使われることが考えられる。本乱掛こお

けるハトムギ混作サイレージの酪酸含量がイネ単一のもの

に比べて低かったことは．上述した原因を裏付けていると

いえよう。VBN／T－N比はいずれも10％以下で少なく．

蛋白質の分解の少ないことが認められた。

二次発酵温度の上昇は，図1に示すように酢酸の多いハ

トムギ混作とアルポリオの場合に早く，酪乳　プロビオン

酸の多いアキヒカリ．レイメイ及びアルポリオ混作では相

対的に遅れる傾向を示した。これは原らl）が認めているよ

うに．酪酸，プロピオン酸が酵母の活動を抑制した結果に

よると推察される。サイレージの乾物回収率はほぼトウモ

ロコシサイレージと同様の暦）を示した。
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図1　イネホールクロップサイレージの二次
発酵温度の推移

（21サイレージの飼料成分組成，消化率．栄養価

サイレージの飼料成分組成，消化率及び栄養価を衰2に

示した。サイレージの水分は60～71％の範囲にあり，アキ

ヒカリとレイメイが低かった。でんぷん含量はアキヒカリ

とレイメイが35％以上，アルポリオとアルポリオ混作は30

％前後，ハトムギ混作は25％であった。一方セルロース，

リグニン及び珪酸の含量はでんぷんとは逆の増減傾向を示

した。

乾物消化率はハトムギ混作を除くと57－61％で．区間

差が少なかったが，ADFとセルロースの消化率はアルポ

轟2　イネホイールタロップサイレージの飼料価
値．栄養収量
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リオが高かった。TDN含量はハトムギ混作が低かったは

かは57－59％で差がなかった。なお，イネのTDN含量に

は地域によって差があり，九州．中国地域は東北に比べて

その含量が低いと報告されている2）。

（引　養分収量並びに嗜好性

TDN収量はアルポリオ混作が最も高く，次いでレイメ

イ，アキヒカリ．アルポリオの順で最も少ないハトムギ混

作は400匂／10げに達しなかった。また，DE収量の順位も

これと同様であった。なお．イネのホールクロップサイレ

ージのTDN収量は，ヒ工よりはやや多いがトウモロコシ

の約％程度である5）。

羊の嗜好性は，ハトムギ混作が明らかに劣ったが．その

他については明瞭な差異が認められなかった。

（4）要約

イネをホールクロップサイレージとして利用する場合の

品種及び混作が．飼料価値や養分収量などに及ぼす影響に

ついて検討した。イネ品種の混作サイレージは，発酵品質．

養分収量の点で単一品種のものと差がなかったが．ハトム

ギと混作したものは養分含量，収量のいずれの面でも劣っ

た。イネホールクロップサイレージは．VFA中に占める

酪酸の割合が特徴的に高かった。また，サイレージのTDN

含量は57－59％で，10α当たり550匂前後のTDN収量を

期待できることが明らかになった。
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